
特
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・
自
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体
の
政
策
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究
⑥

①
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術
開
発
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進
す
る
た
め
の
施
策

②
横
浜
市
衛
生
研
究
所
の
応
募
型
調
査
研
究
及
び
課

　
題
持
込
型
研
修

③
環
境
科
学
研
究
所
に
お
け
る
調
査
研
究
と
研
究
調

　
整
業
務

④
パ
ブ
リ
ッ
ク
ー
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
研
究
－
区
役
所

　
に
お
け
る
広
報
・
広
聴
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て

⑤
横
浜
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の
展
開
に
つ
い

　
て
－
平
成
1
2
年
度
自
主
研
究
－

⑥
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
に
お
け
る
ナ
レ
ッ

　
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑦
”
あ
す
な
ろ
の
想
い
”
Ｈ
Ｃ
ス
ケ
ッ
チ
２

１
｜
は
じ
め
に

２
－
下
水
道
・
河
川
研
究
室
会
議

３
－
下
水
道
・
河
川
研
究
室
に
よ
る
研
究
・
開
発

４
－
下
水
道
資
源
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５
－
民
間
、
公
共
機
関
、
大
学
等
と
の
技
術
開
発
の

　
　
連
携

６
－
下
水
道
局
研
究
発
表
会

７
－
研
究
・
調
査
の
支
援

８
－
海
外
と
の
技
術
交
流

９
｜
ま
と
め
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１
一
は
じ
め
に

　
横
浜
市
下
水
道
局
で
は
、
下
水
道
・
河
川
事
業
の

効
率
的
な
執
行
と
下
水
道
・
河
川
技
術
の
継
続
的
な

発
展
を
目
的
と
し
、
費
用
対
効
果
も
考
慮
に
入
れ
新

技
術
の
開
発
と
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
ま
た
、
本
市
事
業
の
効
率
化
に
資
す
る
も
の
だ
け

で
な
く
、
国
等
の
他
の
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
全
国

的
な
下
水
道
、
河
川
事
業
へ
の
貢
献
を
視
野
に
お
い

て
技
術
開
発
に
関
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
技
術
革
新

が
進
め
ば
、
そ
れ
が
本
市
の
事
業
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
技
術
開
発
を
推
進
す
る
た
め
に
以
下
の

よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
。

①
下
水
道
・
河
川
研
究
室
会
議

②
下
水
道
・
河
川
研
究
室
に
よ
る
研
究
・
開
発

③
下
水
道
資
源
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
民
間
、
公
共
機
関
、
大
学
等
と
の
技
術
開
発
の
連

携⑤
下
水
道
局
研
究
発
表
会

⑥
研
究
・
調
査
の
支
援

⑦
海
外
と
の
技
術
交
流

　
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
国
及
び
そ
の
関
連
機
関
が
行

う
技
術
開
発
の
分
野
・
レ
ベ
ル
と
は
異
な
り
、
本
市

に
と
っ
て
必
要
な
内
容
に
限
定
さ
れ
、
自
治
体
レ
ベ

ル
の
も
っ
と
身
近
な
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
こ
れ

ら
の
施
策
の
内
容
を
記
す
。

２
一
下
水
道
・
河
川
研
究
室
会
議

　
下
水
道
・
河
川
研
究
室
会
議
は
、
下
水
道
局
の
技

術
開
発
、
調
査
研
究
に
関
す
る
最
高
決
定
機
関
で
あ

る
。
局
の
中
長
期
的
な
事
業
の
方
向
性
を
勘
案
し
つ

つ
、
研
究
開
発
テ
ー
マ
を
選
定
す
る
ほ
か
、
研
究
開

発
に
関
す
る
事
項
の
審
議
に
あ
た
る
。
会
議
は
、
年

度
当
初
に
開
催
し
、
「
下
水
道
・
河
川
研
究
室
」
及

び
「
下
水
道
資
源
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
行

っ
た
前
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
の
成
果
報
告
と
新
年
度

の
研
究
計
画
の
審
議
を
行
う
。
会
議
出
席
メ
ン
バ
ー

は
、
「
下
水
道
・
河
川
研
究
室
」
構
成
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
各
研
究
員
と
聴
講
者
と
し
て
局
職
員
が
出
席

し
、
聴
講
者
も
含
め
全
員
で
審
議
を
行
う
。
ま
た
、

そ
の
他
技
術
開
発
や
調
査
研
究
に
関
す
る
必
要
な
審

議
も
行
い
、
追
加
研
究
テ
ー
マ
等
や
技
術
開
発
・
調

査
研
究
に
関
す
る
必
要
な
議
題
が
あ
れ
ば
適
宜
開
催

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
年
度
の
研
究
成
果
は
「
下
水
道
・
河
川

研
究
室
年
次
報
告
集
」
と
し
て
ま
と
め
、
年
度
ご
と

に
発
刊
し
て
い
る
。

◎
横
浜
市
職
員
の
調
査
・
研
究

■
田
所
俊
弘

①
技
術
開
発
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策



３
－
下
水
道
・
河
川
研
究
室
に
よ
る
研
究
・
開
発

　
昭
和
4
0
年
４
月
「
湿
式
酸
化
処
理
」
の
実
験
を
契

機
に
「
下
水
道
研
究
室
」
が
設
置
さ
れ
、
以
降
の
下

水
道
局
に
お
け
る
研
究
開
発
に
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
ま
た
、
平
成
６
年
度
に
河
川
を
加
え
「
下
水

道
・
河
川
研
究
室
」
と
改
め
、
こ
れ
に
よ
り
局
事
業

全
般
に
わ
た
る
研
究
機
構
と
な
っ
た
。

　
下
水
道
・
河
川
研
究
室
は
、
室
長
、
副
室
長
、
研

究
員
及
び
研
究
室
員
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
技
術
開

発
担
当
が
事
務
局
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
室
長
は

局
長
、
副
室
長
は
各
部
長
及
び
室
長
が
定
め
た
者

（
関
連
課
長
）
が
充
た
る
。
研
究
員
は
、
研
究
室
会

議
に
お
い
て
選
定
さ
れ
る
（
研
究
室
会
議
に
お
い
て

選
定
さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
各
課
が
研
究

員
と
な
る
）
。
ま
た
、
研
究
室
員
は
兼
務
辞
令
に
よ

り
辞
さ
れ
た
者
が
、
職
務
を
離
れ
研
究
室
の
課
題
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
開
発
に
専
念
す
る
。

　
下
水
道
・
河
川
研
究
室
は
、
局
内
技
術
開
発
の
総

括
と
し
て
、
局
内
各
課
で
行
っ
て
い
る
研
究
開
発
内

容
を
掌
握
す
る
。
局
内
各
課
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
研

究
テ
ー
マ
は
、
そ
の
内
容
に
よ
り
各
課
対
応
で
行
う

か
、
あ
る
い
は
技
術
開
発
担
当
対
応
、
下
水
道
・
河

川
研
究
員
対
応
か
を
選
択
す
る
。
各
課
対
応
等
の
考

え
方
は
次
に
よ
る
。

①
課
対
応
項
目

・
各
課
事
業
に
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
も
の
。

・
業
務
を
進
め
る
な
か
で
、
各
課
で
研
究
開
発
を
行

う
こ
と
が
適
当
な
も
の
。

②
技
術
開
発
担
当
対
応
項
目

・
局
事
業
の
な
か
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
。

・
他
の
課
で
業
務
の
か
た
わ
ら
で
行
う
こ
と
が
困
難

な
も
の
。

③
下
水
道
・
河
川
研
究
室
員
対
応
項
目

・
局
事
業
の
な
か
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
。

・
他
の
課
で
業
務
の
か
た
わ
ら
で
行
う
こ
と
が
困
難

な
も
の
。

・
本
市
担
当
者
が
実
験
、
現
場
調
査
な
ど
に
直
接
携

わ
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
。

４
－
下
水
道
資
源
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
資
源
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
資
源
と
し
て

の
下
水
・
汚
泥
・
熱
工
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
関

し
、
将
来
、
局
事
業
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
平
成

1
0
年
度
に
設
置
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
資

源
有
効
利
用
の
中
長
期
的
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
、

当
面
の
目
標
設
定
に
基
づ
き
、
な
す
べ
き
課
題
の
整

理
、
解
決
方
法
等
の
検
討
を
行
い
、
局
部
長
に
意
見

提
案
を
し
、
局
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
ぐ
。
平
成
1
3

年
度
に
は
、
そ
れ
ま
で
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
行
っ
た
成
果
を
受
け
、
事
業
化
等
に
向
け
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
再
編
を
行
っ
た
。

５

民
間
、
公
共
機
関
、
大
学
等
と
の

技
術
開
発
の
連
携

　
下
水
道
及
び
河
川
に
関
す
る
研
究
開
発
を
効
率
的

に
行
う
た
め
に
は
、
本
市
で
独
自
に
行
う
研
究
開
発

だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
等
外
部
機
関
の
協
力
を
得

て
そ
の
能
力
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
で
は
、

「
共
同
研
究
」
及
び
「
自
主
実
験
」
と
い
う
方
法
に

よ
り
、
新
技
術
の
開
発
に
民
間
企
業
等
外
部
機
関
の

技
術
を
活
用
し
て
い
る
（
図
）
。

①
共
同
研
究

　
共
同
研
究
と
は
、
高
度
な
研
究
開
発
を
効
率
的
に

特
集
・
自
治
体
の
政
策
研
究
⑥
横
浜
市
職
員
の
調
査
・
研
究

行
う
た
め
、
下
水
道
局
と
民
間
企
業
等
外
部
機
関
が

応
分
の
責
任
と
費
用
負
担
を
も
っ
て
行
う
研
究
、
調

査
及
び
実
験
を
い
う
。

②
自
主
実
験

　
自
主
実
験
と
は
、
高
度
な
研
究
開
発
を
効
率
的
に

行
う
た
め
、
民
間
企
業
等
外
部
機
関
か
下
水
道
局
の

施
設
等
を
利
用
し
て
、
民
間
企
業
等
外
部
機
関
の
責

任
と
費
用
負
担
に
よ
り
自
主
的
に
行
う
実
験
を
い

う
。　

研
究
・
実
験
終
丁
後
は
、
報
告
書
を
提
出
す
る
と

と
も
に
研
究
・
実
験
報
告
会
を
開
催
し
、
研
究
成
果

を
事
業
執
行
に
役
立
て
て
い
く
。

６
－
下
水
道
局
研
究
発
表
会

　
下
水
道
局
研
究
発
表
会
は
、
局
事
業
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
の
技
術
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

各
課
で
行
っ
た
調
査
・
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
、
昭
和
5
2
年
度
か
ら
開
催
し
て
き
た
。
発
表

会
は
、
例
年
５
月
に
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

発
表
者
は
下
水
道
局
職
員
、
聴
講
者
と
し
て
は
本
市

職
員
・
他
自
治
体
職
員
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
参

加
し
、
発
表
後
質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
る
。
本
発
表

会
の
開
催
に
よ
り
、
職
員
の
技
術
力
向
上
、
さ
ら
に

局
内
各
部
門
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
が
図

ら
れ
、
特
に
実
務
と
密
接
に
関
連
し
た
研
究
成
果
を

事
業
執
行
に
役
立
て
て
い
る
。

７
－
研
究
・
調
査
の
支
援

　
下
水
道
局
で
は
、
技
術
開
発
部
門
だ
け
で
な
く
、

各
課
で
業
務
に
密
着
し
た
課
題
研
究
、
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
4
0
年
代
よ
り
継

図　共同研究・自主実験手続きフロー
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続
し
て
お
り
、
多
く
の
成
果
を
残
し
て
き
た
。
現
在
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な

事
業
執
行
を
行
う
に
は
、
建
設
か
ら
運
用
に
至
る
ま

で
費
用
対
効
果
に
す
ぐ
れ
た
技
術
や
手
法
の
導
入
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
や
手
法
の
情
報
収

集
や
開
発
が
企
業
経
営
の
中
で
最
も
求
め
ら
れ
て
い

る
コ
ス
ト
削
減
に
連
絡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

環
境
ホ
ル
モ
ン
や
微
量
化
学
物
質
な
ど
都
市
環
境
や

市
民
の
健
康
を
守
る
下
水
道
行
政
の
立
場
か
ら
、
課

題
を
先
取
り
し
て
調
査
研
究
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

　
一
方
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
員
の
中
で
効
率
的
な

研
究
開
発
を
行
う
た
め
、
市
の
行
政
目
標
、
局
の
事

業
方
針
を
ふ
ま
え
、
下
水
道
の
新
た
な
事
業
展
開
に

付
随
す
る
様
々
な
課
題
に
対
し
、
そ
の
必
要
性
や
投

資
効
果
を
勘
案
し
な
が
ら
、
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん
で

研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
技
術
開

発
・
調
査
研
究
を
統
括
す
る
技
術
開
発
部
門
が
、
選

択
し
た
テ
ー
マ
の
担
当
課
に
費
用
及
び
技
術
等
を
支

援
し
て
い
る
。

８
－
海
外
と
の
技
術
交
流

海
外
と
の
技
術
交
流
に
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の

目
的
が
あ
る
。
一
つ
は
、
欧
米
先
進
諸
国
等
と
の
技

術
交
流
に
よ
り
、
新
し
い
技
術
の
導
入
や
共
通
す
る

課
題
に
対
す
る
知
見
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
が

下
水
道
整
備
に
着
手
し
た
当
時
は
、
技
術
導
入
が
主

で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
互
い
に
技
術
交
流
を
進
め

て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｗ
Ｅ
Ｆ
（
米
国
水
環
境
連
盟
）

年
次
総
会
、
Ａ
Ｗ
Ａ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
上
下
水
道

協
会
）
総
会
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
国
際
会
議
等
に

出
席
し
、
技
術
交
流
を
進
め
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
技
術
援
助

で
あ
る
。
開
発
途
上
国
で
は
現
在
急
速
な
都
市
化
が

進
展
し
て
い
る
。
下
水
道
は
そ
の
整
備
に
よ
り
生
活

環
境
の
改
善
や
公
共
用
水
域
の
水
質
改
善
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
開
発
途
上
国
で
は
経
験
が

浅
く
、
独
力
で
は
実
施
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
進

諸
国
の
技
術
援
助
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
要
請
に

応
え
る
の
は
日
本
の
下
水
道
界
の
責
務
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
に
は
経
験
豊
富
な
下
水
道
技
術
者
が
多
く

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
横
浜
市
下
水
道
局
で
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
事
業
団
）
か
ら
の
要
請
で
長

期
専
門
家
の
派
遣
や
随
時
短
期
的
な
技
術
援
助
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
他
、
姉
妹
都
市
と
の
交
流

（
横
浜
上
海
下
水
道
河
川
技
術
交
流
等
）
、
シ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
関
連
の
技
術
援
助
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
海
外
研

修
生
の
受
入
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。

９
－
ま
と
め

　
以
上
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る
技
術
開
発
の
主
な

成
果
と
し
て
は
、
湿
式
酸
化
装
置
の
導
入
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
開
削
工
事
積
算
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
卵
形
消
化
タ
ン
ク
の
導
入
、
消
化
ガ
ス
発
電
の

開
発
、
改
良
土
プ
ラ
ン
ト
、
ハ
マ
レ
ン
ガ
の
製
造
、

多
自
然
型
川
づ
く
り
、
燃
料
電
池
の
開
発
、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
下
水
道
事
業
は
、
下
水
道
普
及
率
１
０
０
％
を
目

前
と
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
今
後

の
下
水
道
事
業
の
新
た
な
展
開
に
向
け
た
転
換
点
に

当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
事
業
に
お
い
て
も
環

境
に
配
慮
す
る
な
ど
の
河
川
整
備
手
法
の
確
立
、
総

合
的
な
治
水
事
業
の
展
開
、
維
持
管
理
へ
の
住
民
参

加
手
法
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研

究
や
技
術
開
発
の
成
果
を
生
み
だ
し
、
本
市
下
水
道

局
事
業
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
技
術
開
発

を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
Λ
下
水
道
局
総
務
部
技
術
開
発
担
当
Ｖ
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